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重

村

智

計

先

生

（
朝

鮮

半

島

問

題

研

究

の

専

門

家

、

早

稲

田
大

学

名

誉

教

授

、

現

・
東

京

通

信

大

学

教

授

）

帰

国

し

た

金

正

恩

は

そ

の
後

、

核

開

ま

た

、

韓

国

は

戦

時

中

の
徴

用

工

に
対

す

る
賠

償

を

日
本

そ

し

て
、

中

国

と

ア
メ

リ

カ

が

北

朝

鮮

、

韓

国

に
ど

う

東

ア
ジ

ア
情

勢

は

混

迷

と

危

険

の
様

相

を

呈

し

て
お

り

ま

す

。

訂

今

回

は

、

最

も

古

く

か

ら

の
朝

鮮

半

島

問

題

研

究

家

、

重

村

智

計

（
し

げ

む

ら

と

し

み

つ
）

先

生

御

講

話

御

解

説

を

い

た

だ

く

こ

と

に

し

ま゚

し

た

。

重

要

課
題

、

奮

っ
て

の

（
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御

案
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成
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算
第
六
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五
回
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公

益

財

団

法

人

協

協

会

○

御
四

月

十

七

日

講

題

講

師

◎

ハ
ノ

イ

に

お

け

る

米

朝

会

談

は

世

間

の
予

想

に
反

し

て
不

成

功

と

な

り

、

発

再

開

と

ミ

サ

イ

ル
誇

示

を

チ

ラ

つ
か

せ

て

い

ま

す

。

企

業

に
執

行

す

る
反

日
政

策

を

強

行

し

つ

つ
あ

り

ま

す

。

対

処

す

る

の

か

等

々
、

そ

こ

で
、

に
、

前

掲

の
よ

う

な

問

題

を

中

心

に
、

御

参

加

お

待

ち

申

し

あ

げ

ま

す

。

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、
非

会

員

五

千

円

。
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○

御

報

告

日
本

の
バ

ブ

ル

期

の
よ

う

に
、

急

速

に
経

済

発

展

し

た

習

近

平

の
中

国

は

、

そ

の
資

金

に
ま

か

せ

、

ア

メ

リ

カ

に

対

抗

し

て
、

地

球

支

配

へ
挑

戦

し

て

い

る

観

が

あ

り

、

そ

れ

を

認
識

し

た

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

は

、

中

国

へ
の

関

税

を

高

く

し

、

ア

メ

リ

カ

の
知

的

所

有

権

を

侵

害

し

て

い

る

と

し

て
、

中

国

の
国

策

企

業

「
フ

ァ
ー

ウ

ェ
イ

」

の

副

社

長

の
逮

捕

を

進

め

て
お

り

、

対

す

る

中

国

も

関

税

を

高

め

る

な

ど

、

米

中

の
貿

易

戦

争

が

激

化

し

て

い

ま

す

。

そ

こ

で
、

三

月

二

十

八

日

（
木

）

の
月

例

会

は

、

「
軍

事

的

視

点

で
読

み

解

く

米

中

経

済

戦

争
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」

と

題

し

て
、

防

衛

大

卒

・
陸

上

自

衛

隊

西

部

方

面

総

監

部

幕

僚

長

・
陸

将

を

勤

め

さ

ら

に

ハ
ー

バ

’ー

ト

大

学

ア
ジ

ア

セ

ン

タ

ー

で
戦

略

研

究

も

さ

れ

た

福

山

隆

先

生

に
御

講

話

を
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だ
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ま

し

た

。

御

講

話

の
要

旨

を

挙

げ

ま

す

と

、

こ

の
協

会

が

言

わ

れ

る

よ

う

に
、

米

中

の
勢

力

争

い
は

地

球

を

二

分

す

る
様

相

を

呈

し

て

い

る

。

戦

前

の
昭

和

十

五

年

、

当

時

、

石

原

莞

爾

と

い
う

将

軍

が

い

て
、

将

来

、

日
本

と

米

国

は

、

地

球

上

の
支

配

を

争

う

「
世

界

最

終

戦

争

」

を

起

こ
す

。

そ

の
時

の
戦

争

は

、

線

と

線

（
部

隊

衝

突

）

か

ら

、

面

と

面

（
大

軍

の
衝

突

）

、

立

体

と

立

体

（
航

空

戦

、

ミ

サ

イ

ル
、

核

攻

撃

）

と

進

化

し

て
、

最

後

は

四
次

元

の
戦

い

（
電

波

な

ど

に

よ

る

サ

イ

バ

ー
戦

争

）

に
な

る
、

と

予

言

し

た

。

そ

れ

を

日
本

に
代

わ

り

、

中

国

が

躍

り

出

て

い

る

と

言

え

る

。

軍

部

き

っ
て

の
戦

略

家

・
石

原

莞

爾

も

東

条

英

機

と

衝

突

し

、

陸

軍

中

将

で

退

役

し

て

い

る

。

、ぞ

う

し

た

次

元

の
戦

争

は

兵

器

に

よ

る

ば

か

り

で
な

く

、

貿

易

戦

争

、

経

済

戦

争

を

含

む

国

家

総

力

戦

で

あ

る

。

ま

た

戦

争

を

起

こ
す

の
は

マ
キ

ャ
ベ

リ

ス
ト

（
権

謀

術

数

）

の
指

導

者

で
あ

り

、

ト

ラ

ン
プ

も

習

近

平

も

そ

う

だ

。

さ

ら

に
、

戦

略

家

マ

ハ

ン

の

「
海

洋

を

制

す

る
も

の

は

世

界

を

制

す

」

の
言

葉

、

地

勢

学

の
開

祖

マ

ッ
キ

ン
ダ

ー

の

「
大

陸

を

制

す

る

も

の
は

世

界

を

制

す

」

の
言

葉

を

挙

げ

、

米

中

は

い
ま

そ

の
聞

ぎ

合

い
だ

と

し

、

続

い

て
、

ハ
ー

バ

ー

ト
な

ど

で
学

ん

だ

ア

メ

リ

カ

の
戦

略

論

の

一
端

を

い
ろ

い
ろ

と

説

明

さ

れ

、

大

層

勉

強

に
な

っ
た

。

日
本

で

は

、

第

九

条

で
戦

争

放

棄

し

た

か

ら

と

、

戦

略

論

・
戦

術

論

の
研

究

を

す

る

と

学

会

か

ら

猛

攻

撃

を

受

け

出

来

な

い
が

、

こ

の

日
本

の
姿

勢

は

国

を

滅

ぼ

す

こ
と

に

な

る

、

と

暗

澹

た

る

思

い

に
陥

っ
た

。
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▽

当

「
公
益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四
十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に
よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は
、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て

、

真

に

国

家

的

課

題

を

研

究

調

査

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ
と

に
あ

る

。

昭

和

五

十

四
年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の

ほ

か

に
、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の

委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い
る

。

第

二
代

会

長

は

福

田

魁

夫

元

総

理

、

第

三
代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四

代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
安

全

保

障

委

員

長

、

元
外

務

副

大

臣

が

就

任

し

て

い

る

。
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